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本
箆
の
出
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ご
十
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名
不
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れ
主
h
y

櫨
唱
和
玄
十
留
年
第
一
間
帯
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、
直
ち
忙
本
B
の
会
議
を

聞
き
を
す
。

市

長

り

あ

い

さ

つ

/、

4
0
銭
時
議
長
〈
山
口
康
君
V

と
の
際
、
事
長
か
ら
議
員
各
位
一
K
ど
る
い
き

つ
い
た
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
h
y
ま
し
夜
。
暫
時
と
れ
を
許
し
を
す
。

ハ
市
愛
車
ず
択
良
一
意
霊
境
)

。
市
長
ハ
半
沢
良
一
意
ν

篇
時
市
議
会
に
る
た
h
y

一
一
審
ど
あ
い
さ
つ
申
し
上

正
二
げ
安
F

す。

十
麓
員
の
普
ぎ
を
方
v
h
b
か
れ
一
変
し
て
は
、
閏
月
二
十
二

a
k執
行
さ
れ
を

し
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
h
y
、
市
民
の
厳
正
老
審
判
@
結
集
、
は
え
4
9
る

い
縄
議
選
の
栄
誉
を
得
ら
れ
一
堂
一
し
た
と
と
は
ま
と
と
忙
会
め
で
た
い
次
第
で
あ

h
g
、
衷
心
か
ら
hs
一
事
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

P
ま
す
。

本
局
、
と

ζ
K改
選
笹
拐
の
一
臨
時
事
議
会
を
招
集
い
え
し
ま
し
て
、
皆
さ

を
方
と
と
も
民
複
数
。
運
営
に
つ
き
ま
し
て
会
議
を
も
っ
と
-
と
の
で
き
ま
す

と
と
は
、
ま
と
と
に
韓
関
慶
に
た
え
念
い
次
第
で
あ
h
p
ま
す
。
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位
、
布
長
就
住
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来
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貫
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て
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爵
尊
重
、
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民
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活
優
先
を
基
本
選

念
と
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て
、
現
る
〈
豊
か
念
番
・
9
高
知
文
化
積
一
社
都
市
の
実
現
w
h

向
か
っ
て

am警
の
努
完
を
し
て
ま
い
野
安

L
た
が
、
務
割
強
一
者
間
十
篤
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契
犠
K
Z

-

♂
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躍
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民
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活
'
の
安
定
w
向
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意
図
る
べ
ぐ
諸
縁
策
を
錐
進
す
る
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存
で
A

4
9
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ず
U

、
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ら
vh
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、
ー
安
麗
議
方
K-b
け
る
経
費
鈎
、
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会
的
基
鍍
詑
立
つ
中
心
都

、
市
と
し
て
公
益
的
見
地
点
ら
地
墳
の
核
と
し
て
の
都
議
機
能
を
充
実
さ
ぜ
、

新
し
い
時
代
K
ふ
さ
わ
し
い
金
活
一
文
化
を
創
造
す
る
と
と
も
K
、
と
の
慈
愛

れ
た
風
土
の
中
で
拡
で
〈
会
れ
た
豊
か
老
人
闘
関
品
憶
と
連
帯
意
露
を
深
め
、
定

住
で
き
る
魅
力
あ
る
都
市
ラ
〈

E
K努
め
て
ま
い
芳
元
い
と
存
じ
ま
す
司
p

し
か
し
念
が
ら
、
宮
市
政
運
営
の
t
事
態
は
も
ふ
』
之
主
議
会
@
積
種
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怠
樹
海

力
念
ぐ
し
て
は
望
み
得
念
い
も
の
晴
、

4
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P
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p
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膚
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S
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各
位

C
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大
念
る
御
支
援
を
た
を
わ
h
J
ま
す
よ
う
が
麓
L
W

す
る
次
第
で
あ
h
y

ま
す
。さ
て
、
本
日
は
議
会
誕
動
を
推
進
す
る
た
め
の
融
会
構
虞
花
関
す
る
議
事

が
主
念
も
り
で
る
き
ま
し
て
、
♂
そ
の
ほ
か
荷
主
・
9
獲
集
h
え一

L
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す
一
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議
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が
ど
J
d
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が
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ら
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申
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j
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。
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蜜
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種
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い
え

ιま
す
。
え
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ま
侮
着
席
の
議
麗
を
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語
長
が
遺
品
'
さ
れ

-
ま
し
て
識
席
が
決
定
さ
れ
る
愛
で
の
問
、
仮
聾
色
"
と
い
え
し
ま
す
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と
丸
舵

蹄
異
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

ハ
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叫
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e
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と
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い
た

L
-認
す
。

午
前
十
時
三
十
二
分

冬
義
一
千
時
烹
十
分

。
樺
時
嘩
畳
門
出
旬
、
療
業
V

体

一

態

蒋

碍

休
憩
放
V
H
引
き
続
き
会
識
を
揮
き
を
す
》
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》
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概
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検
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司
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仲
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仲
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縮
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会
ま
で
じ
か
も
興
構
念
る
う
ち
舵
議
会
の
逮
曹
が
念
さ
れ
ま
す
ま
委
託
、
微

力
で
は
a
e
h
p
ま
す
が
誠
心
睡
眠
意
思
〈
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
a
J
4
炉
、
普
さ
を
方
の
一
絶
大
念
る
郵
協
力
を
心
か
ら
念
願
い
い
え
し
愛
し

て
九
議
長
麓
笹
@
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ま
う
も
あ
タ
が
と
ラ
ご
ざ
い
を
す
。
ハ
語
手
w

o
惜
臨
時
議
愛
〈
出
白
書
家
君
〉
以
上
で
悔
時
議
長
V
R
一
之
る
議
長
選
挙
を
無
事

樟
慣
ら
せ
て
納
長
だ
き
を
し
た
。

J

一
噂
歩
安
で
も
会
主
主
砦
さ
ん
の
絶
大
念
る
御
協
力
C
た
一
挙
主
薄
暗
で
多
多
量
唱
し

乞
、
穣
〈
歯
槽
欝
申
し
上
げ
ま
す
。
，

E

P

一一一てす

本
意

C
護
会
唾
是
正
し
て
学
識
、
鶴
見
と
も
に
優
秀
念
若
井
、
一
定
着
色
民
選

一
々
義
、
畠
田
義
涯
と
挙
参
会
し
た
@
宅
、
と
の
陸
若
井
書
留
突
き
ん
@
梅
発
展
を
か

貌
い
れ
し
、
今
後
、
ま
す
ま
す
市
政
進
展
の
た
め
格
段
。
街
活
揮
を
御
期
待
串
し

上
智
愛
し
て
、
議
員
各
住
の
私
w
h
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
御
支
援
と
御
協
力
を
感

轍
轟
申
し
上
げ
ま
し
て
?
蕗
時
譜
援
の
職
務
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

E
a託
尋
盗
事
{
が
と
う
ぜ
ざ
い
明
察
し
た
?
円
拍
手
V

一
〈
謹
愛
、
議
長
席
K
着
ぐ
〉

。
損
益
寓
〈
苓
発
;
ま
婁
》
暫
時
徐
惑
い
発
し
金
品
1

9

p

キ

藤

十

一

一

簿

大

佐

休

憩

午
議
開
や
1
4
4時

十

八

分

)

湾

関

。

曹

長

室

斧

正

き
J

一
一
休
憩
総
花
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

由
席
龍
一
境
義
。
報
告

。
謹
長
一
ハ
若
井
正
君
山
V

本
語
時
会
準
聾
審
露
。
業
め
地
方
面
治
接
第
審
二

十
一
象
。
規
定
震
主
る
旗
第
要
企
串
v
h
脅
l

レ
、
*
手
尭
夜
露
骨
@
ξ
h
v
h
y
出
席

報
告
が
4
e
h
y
を
む
た
の
で
脅
す
承
聾
い
を
す
b

議

事

日

程

。

配

付

。
議
長
門
石
井
一
正
君
〉
)
、
韓
拳
穏
謹
を
配
品
切
い
え
さ
せ
を
す
。

λ

配
付
漏
れ
は
あ
金
ま
山
宮
島
一
4
F
o
i
-
E持
場
れ
念
し
と
鑑
め
安
ナ
。

本
震
@
議
事
は
会
一
手
索
華
麗
暫

8
8寝
袋
V

幹
事
参
脅
一
恥
奮
す
・

議

鹿

。

一

議

定

一

。
議
長
{
石
井
正
君
M

餐
襲
第
一
、
議
績
の
盤
調
車
、
を
鶴
間
棋
を
す
骨

議
席
誌
、
合
意
農
期
露
属
議
議
エ
揖

e窺
J

定
Krよ
h
p
、
醤
援
に
*
い
て
指

定
h
p
た
じ
ま
す
。

J

聾
員
語
索
。
氏
名
と
そ
車
聾
曹
の
番
号
急
車
議
議
を
も
事
郵
畢
静
夫
さ
せ
を

す。
。
事
務
局
長
補
佐
《
若
井
敏
表
舞
叫
襲
欝
」
相
克
し
怠
す
泊

-
a宮
神
留
守
轟
さ
泰
守
一
一
一
番
J

嘉
義
ぺ
y
v
r

壊
さ
ん

考
書
一
網
島
T

憲
治
さ
ん
:
γ
v
%

今一
r

思
議
~
~
横
撃
さ
ず
境
警
2
h
，

草
書
積
震
で
聾
蚕
£
、
J

-

先
撃
で
二
襲
来
語
種
さ
ん

七
番
寄
費
乱
酒
蔀
さ
ん
久
番
一
一
若
井
情
揖
治
さ
ん

一
九
番
経
亨
主
君
、
さ
ー
ん
て
一

G
書
、
衆
芦
寿
夫
さ
ん

二
一
番
¥
品
格
，
h

一
豊
さ
ん
ブ
r

二
時
書
一
一
票
憲
一
一
揺
さ
ん

時
五
番
草
書
野
盛
田
さ
ゐ

r

ザ
襲
番
一
渡
道
昭
夫
さ
ん

一
豆
一
番
務
語
善
一
家
蔀
議
島
一
一
穴
番
一
持
荒
稔
さ
ん

一
七
番
必
J

揖
務
守
義
輩
出
荷
5
v
e
v

唱

す

A
番
擁
出
穂
注
郎
さ
ん

一
急
聾
若
井
一
聾
A
竃

晶

、

こ

G
書
一
一
ぺ
着
鶏
u

禽
敏
さ
ん

一
一
一
番
い
r

ム
費
獲
轟
議
瞳
席
者
必
之
、
二
番
憲
置
義
治
さ
ん

日
明
神
盛
時
聾
?
需
品
背
教
揮
を
キ
こ
臨
書
箱
鶴
一
一
揮
さ
ん
F

J 、守

定
J
曹



議
場
。
情
強
会
&
閉
じ
ま
す
唱

A
h

議
場
開
錨
v一

。
聾
長
《
石
井
正
篇
w

た
定
M
W

ま
の
由
同
轟
轟
員
教
?
時
十
丸
人
一
で
あ
多
嘩
障
す
，
-
y
e
-

設置帰国
m艇
を
配
付
い
た
事
せ
ま
す
@
広
、
?

〈
投
票
mm紙
麗
脅
》

。
議
割
安
ハ
若
井
正
怠
)
一
按
事
期
抵
の
配
付
揚
れ
は
あ
h
g
合
せ
ん
か
。

i
i
¥

配
付
一
揖
れ
念
し
と
露
め
ま
す
。

投
纂
舗
を
改
め
さ
せ
愛
す
。
‘

ハ
按
事
箱
点
議
)

。
議
長
ハ
者
井
一
正
君
)
異
状
念
し
と
認
め
を
す
号
一

念
@
え
a
u
a
申
し
上
げ
ま
す
。
投
票
は
単
麗
無
記
名
で
あ
き
愛
す
。
設
省
需
用

紙
震
後
遺
場
入
。
民
各
を
詑
嘗
@
土
、
点
呼
覧
車
乙
て
麗
衣
裳
畢
罵
い
ま
す
白
一

点

呼

を

命

じ

ま

す

@

'

る

期

決

定

J

ハ
事
務
局
長
被
佐
氏
名
点
呼
、
投
票
v

o
議
長
ハ
石
井
正
意
)
日
程
第
三
、
会
期
の
決
定
を
行
h

引

委

す

。

一

-
O
歯
慣
憂
《
右
井
正
倉
》
品
祭
事
漏
れ
は
る
h
p
章
一
せ
ん
か
ι
i
i投
票
揺
れ
事
情

会
鶴
規
則
第
五
条
第
一
一
項
@
書
会
運
営
協
議
会
が
未
設
費
で
晶
e
h
p
ま
ず
の
し
&
極
め
ま
す
。
控
惑
を
終
7
い
え
し
ま
す
。

で
、
同
条
た
だ
し
書
@
規
定
舵
主
h
p
直
ち
K
議
長
よ
h
y
b
穂
h
p
い
え
し
ま
す
。
竃
場
@
関
績
を
解
き
を
す
。

本
臨
時
会
@
会
期
を
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
Lι

患
い
ま
す
。

ζ
れ
K
御
、

J

一
向
韓
議
開
鏑
w

圃
需
謹
-
e
h
y
ま
せ
ん
か

e

o

事
長
ハ
石
井
a

牽
毒
V

乙
れ
主

b
開
票
を
薯
~
抗
議
す
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
占
e
h
g
〉

勺

会

議

幾

期

第

翠

章

一

開

会

集

二

項

の

規

定

K
V合
会
主
会
人
vh
伊
賀
多
甥
君
主

。
議
長
〈
石
井
正
君
V

脅
鼻
聾
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
紘
一
本
日
ぴ
安
蕗
益
男
君
を
聾
遂
容
鞍
え
し
ま
す
。
主
っ
て
一
欝
輩
@
ま
ち
会
い
を
車
h

円
安

一

日

と

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

す

a

ハ
立
会
人
霊
壊
町
開
票
〉

。
議
長
ハ
石
井
正
案
V

遇
挙
の
結
果
を
報
告
格
品
格
L
ま
す
。

授
業
龍
数
ニ
十
九
票
、

ζ

れ
捻
先
綬
E
@
底
意
書
員
数
K
符
合
品
目
先
L-a

fιプ明竜涛F
~;.;宅ァー，

二
五
番
玄
十
嵐
掴
脅
さ
ん

'
二
七
番
石
井
ま
さ
ん

こ
九
番
安
穏
益
男
さ
ん

以
主
で
ご
ざ
い
会
す
。

。
欝
長
《
石
井
正
倉
V

た
だ
い
ま
穂
続
い
た
し
ま
し
た
と
お
h
p
各
譜
員
。

議
婚
を
指
定
い
た
し
卓
志
す
。

議会事
伊
賀
F

多
甥
さ
ん

安
賢
一
徳
顛
さ
ん

山

口

廉

さ

ん

愛

。
議
長
ハ
若
品
押

す。
一
番
議
員
神
慰
守
陣
君
、
二
九
番
歯
周
員
安
商
益
男
君
、
以
上
両
君
を
猪
名

い
え
し
ま
す
。

疋
窓
〉

震
寝
第
一
一
、
会
書
sm一
署
名
嘩
員
の
指
名
を
行
い
ま

会

@ 

a 
整理か

陣J 守挙

ぜ一揖

F 警
の
遭

き
青
い
'i 
す

。
議
長

今若

井岡

正義

き長。



す。そ
の
う
ち
者
効
授
業
二
十
九
票
、
無
効
投
察
念
し
。

有
効
設
束
中
菊
井
敏
博
君
ニ
オ
A
票
、
神
国
守
随
意
『
宙
飛
、
以
上
の
と
b

h
y
で
あ
h
y
ま
す
。

と
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
八
回
飛
で
あ
タ
ま
ず

o
s一
っ
て
菊
井
敏
簿
、
君
が

副
議
臣
賞
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

'

J

た
だ
い
堂
湾
謀
長
K
当
選
さ
れ
ま
し
た
菊
井
敏
樽
君
が
寵
場

κが
ら
れ
ま

す
の
で
‘
会
議
録
期
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
K
よ
る
舎
揺
を
い
た
し
ま

す
@

副
議
長
む
毒
い
さ
つ

。
ま識
す長
o 
r、
石

t 井

正
窓
〉

と
の
際
、
副
議
長
菊
井
敏
博
君
を
御
紹
介
h
え
し

〈
割
議
長
菊
井
敏
樽
君
聾
壇
〉
〈
拍
手
)

。
酎
語
圏
実
ハ
菊
井
敏
博
君
〉
菊
井
で
ど
ざ
い
ま
す
。

一
農
学
非
才
念
私
が
、
本
市
議
会
の
廟
議
圃
賓
と
い
う
重
貨
を
普
ざ
ま
方
の
御

換
鳶
vh
よ
タ
ま
し
て
担
aJと
と
K
念・
9
ま
し
た
と
と
忙
対
し
ま
し
て
、
曲
融
輯

申
し
上
げ
ま
す
。

念
会
、
復
力
で
ほ
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
難
会
運
営
の
正
常
化
に
つ
き
安

し
て
で
き
る
穣
タ
の
努
力
を
す
る
所
存
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
念
K
と
ぞ
皆

さ
ま
方
の
榔
協
力
を
念
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
鎗
閥
単
で
は
ど
ざ
い
ま
す
が
あ

い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
え
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

ど
う
ヤ
晶
9
9が
と
う
ど
ぎ
杭
ま
し
た
。
(
拍
手
)

。
議
長
ハ
石
井
正
芳
〉
以
上
で
午
厳
の
会
識
は
休
態
と
い
た
し
愛
す
。

午
前
十
一
時
三
十
三
分
休
一
一
憩

午

後

三

時

五

十

八

分

再

開

。
議
長
ハ
石
井
正
意
)
午
後
の
出
席
議
員
数
二
一
上
す
4

品
名
、
休
懲
前
vh
引
き

畿
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

安
易
部
市
広
域
市
町
材
種
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

。
議
長
〈
石
井
正
君
V

援
護
第
五
、
安
房
郡
帝
京
域
市
町
村
掴
事
番
組
合

欝
会
議
員
の
選
挙
を
行
」
明
支
一
す
町
一

安
房
郡
市
広
域
市
町
特
聾
義
務
麓
会
議
品
開
欝
六
象
。
規
定
殺
事
夕
、
本
帯

主
b
選
挙
さ
れ
る
議
員
の
敵
陣
持
品
名
で
あ
長
嘆
す
。

会
諮
h
y
い
た
し
愛
す
。
選
挙
。
方
法
は
地
方
自
輔
治
議
第
富
十
八
条
第
二
項

の
規
定
K
主
夕
、
猪
名
鎗
轟
町
啓
一
主
h
y
た

hn&患
い
一
安
す
e
ζ

れ
JK白
骨
異
撮
る

ミ

h
2
4
Z
せ
ん
か
。(
「
典
醤
念
し
」

k
a吋
ぶ
者
あ
h

，V
、

。
語
畏
(
石
井
-
正
君
ν

郵
異
種
闘
な
し
と
認
め
ま
ず
e
p
-
m
w
て
選
挙
@
方
法

は
指
名
推
選
夜
ま
る
と
と
に
換
し
ま
し
た
。

重
品
科
て
hf
藤
h
s
h
え
し
ま
す
。
指
名
@
方
法
は
議
長
k
h
v
h
て
指
名
す
る

と
と
K
M
た
じ
た
じ
"
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
割
集
護
金
e
bま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
p
v

一

。
議
集
ハ
石
井
正
君
V

御
異
議
念
し
と
認
め
を
す
e
よ
っ
て
講
義
覧
会
h

て
指
名
す
る
ζ
ξ
K
決
し
ま
し
た
e

と
れ
よ
タ
指
名
M
た
し
ま
ナ
語
一
審
揮
郵
務
広
域
市
町
村
罰
事
務
緯
合
語
会

議
長
v
h
音
銅
鐸
治
郵
君
を
援
名
い
た
し
を
す
。

ぺ

hf
艶
hv
い
た
し
4
Z
ナ
。
吾
作
だ
い
ま
議
長
乾
舎
一
h
て
撮
名
uw
た
し
ま
し
え
書

留
一
勇
治
郎
績
を
豪
語
郡
帯
広
縫
穂
町
空
襲
事
海
離
合
意
会
議
員
の
議
選
人
&

定
め
設
す
と
吃
に
街
異
議
あ
タ
を
ぜ
ん
か
。

、. 
. ~_. 
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;，-

{
「
異
議
一
一
念
し
」
と
崎
町
ぷ
者
4
e
b
)

。
議
長
{
寝
井
正
窓
)
鼻
糞
麓
悲
し
L
h
留
民
制
定
歩
そ
主
nv
だ
た
だ
い
を
指

名前
w
ξ
-
h
w
h
F車
問
慰
留
邦
治
怒
君
が
安
穏
m郵
務
広
域
市
町
一
村
種
事
務
総
合
議
会
議

員
箆
議
選
き
か
を
む
た
s
t
v
-

えだ一
h
壷
副
議
選
さ
れ
ま
し
た
審
鼠
義
治
郎
君
が
議
場
k
h
w
ら
れ
ま
す
@
で
、

本
勝
主
h
y
会
議
規
蹄
第
一
-
一
ず
ニ
条
第
一
ご
壌
の
農
定
鉱
左
手
る
告
一
知
を
い
た
し
襲

ナ。

千
棄
現
麗
輪
組
合
議
会
議
員
選
挙

。
議
羨
ハ
石
持
志
君
〉
毘
奪
第
六
、
芳
葉
県
一
一
麓
義
飽
合
護
会
議
員
。
選
挙

を
行
い
ま
す
g

千
葉
象
麓
品
輸
組
合
競
約
第
五
条
の
最
定
K
よ
夕
、
本
市
主
主
選
挙
さ
れ
る

議
員
@
数
政
二
名
で
あ
h
y
ま
す
。

会
一
譲
歩
柄
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
地
方
由
国
務
法
欝
富
十
λ
乗
第
一
一
環

窃
規
定
に
よ
り
、
指
名
推
選
K
ょ・
9
た
い
と
患
い
愛
す
。

F

と
れ
紅
梅
田
提
議
あ

・9
ま
せ
ん
か
。(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
v

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
御
異
議
念
し
ど
認
め
ま
す
旦
会
少
で
選
挙
の
方
法

位
指
名
縫
遍
粍
主
る
と
と

K
決
し
ま
し
た
。

重
ね
て
会
話
h
y
い
た
し
ま
す
。
指
名
の
方
法
は
譲
葉
針
作
品
p
h
て
指
名
す
る
r

ζ
と
に
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
れ
K
鶴
田
邦
議
也
寝
込
ツ
ま
ぜ
ん
か
。

〈
「
異
議
衣
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
b
)

。
議
盟
宮
内
若
井
正
君
)
御
異
議
会

L
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
長
k
h
g
いれ

て
携
名
す
る
と
と
K
決
し
を
し
来
。

と
れ
主
主
語
名
い
え
し
ま
す
。
千
葉
掴
原
韓
輪
組
合
議
会
議
員
K
安
沢
認
痕

量
陣
ブ

君
、
出
足
感
君
、
一
場
主
溝
轟
を
襲
名
一
一

htJiuiす
e

会
議
h
y
拾
え
下
心
安
全
斗
誕
祭
h
p

金
属
嘩
草
原
箆
hv
輪
宅
整
名
H

引
先
し
護

ι生両

議
員
嚢
sz麓
輪
組
合
議
告
書
糞
也
事
選
人
ど
建
診
を
ゐ
?
と
と
「
舵
獅
異
議
多
多

安
せ
ん
歩
手
一
一
T
一
J
p
r
J
h
r
u
J
f

一

-

2異
議
i

苧
し
い
同
一
点
帯
電
話
可
審
議
参
v
j

Q
謀
長
ハ
苓
葬
F

守
護
議
同
縄
昼
開
譲
事
唱
し
と
罷
め
ま
す
。
之
っ
て
た
だ
い
一
宏
指

名
の
と
hs
・9
安
理
権
額
-
震
一
1

島
賞
療
費
が
千
華
車
種
積
麓
会
議
会
議
員
旅

当
選
さ
れ
ま
し
発
zo

た
ト
震
い
ま
議
選
さ
お
を
込
先
安
沢
徳
嵐
略
語
、
出
廃
車
重
空
襲
場
夜
h
g
l
'

れ
毒
事
@
で
、
本
籍
主
タ
会
聾
韓
期
第
五
十
ニ
条
第
三
義
@
現
一
定
獲
し
孟
る
脅

組
華
』
引
先
も
ま
ず
ι

種
鹿
取
及
径
一
一

容
量
奇
襲

。
議
長
(
石
井
正
倉
》
理
署
欝
七
、
鍍
出
事
義
務
一
畑
一
芳
韓
議
議
縛
輔
離
揖

会
組
合
議
会
議
員
@
選
挙
を
待
日
怖
を
す
o
一三

4

鎗
山
市
及
び
三
芳
村
読
書
碕
護
主
会
議
霊
事
華
麗
一
@
議
定

w
h
z
一
歩
、
本
市
主
主
選
挙
一
さ
れ
る
議
員
の
教
義
禽
賓
帯
、
金
容
量
ま
す
。

hw
諮・
9
い
た
し
ま
す
手
譜
挙
の
方
法
は
轟
華
麗
議
議
議
事
十

λ
条
第
三
項

@
鑑
定
K
よ
動
指
名
猿
轟
乾
£
h
y
た
い
ξ
暴
拾
を
す
4

と
れ
fk調
異
議
a
e
h
y

を
せ
ん
か
。
(
「
異
議
議
も
」
一
と
呼
ぷ
者
4
9
タ
V
仁

平

。
議
長
〈
石
井
正
章
一
観
察
識
と
と
ま
ま
よ
っ
て
選
挙

6
2

は
指
名
推
選
舵
主
る
と
と
K
決
し
愛
し
た
。

重
ね
て
か
諮
多
一
い
た
し
ま
す
。
一
捧
義
務
審
議
結
麓
義
一
k
h
v
い
て
纂
議
す
る

と
と
に
い
た
し
た
い
さ
患
い
ま
す
2
と
れ

K
郵
異
欝
te
・9
ま
せ
ん
か
@

‘可

時傘ー



〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

一

タ

ま

せ

ん

か

。

。
襲
喪
《
若
井
一
車
窓
V

脅
異
議
差
し
と
罷
め
奮
す
。
よ
っ
て
議
長
K

A

S

h

-

ハ
「
異
議
事
唱
し
」
一
左
呼
ぶ
者
也
e
h
y
v

て
猪
名
す
る
ζ

と
K
決

し

愛

し

た

。

今

L

O

議
長
〈
石
井
正
君
〉
調
異
議
悲
し
と
欝
め
ま
す
骨
毒
剤
J

て
遺
挙
の
方
法

J

と
れ
主
多
鐙
各
い
た
し
ま
す
。
鎗
出
荷
車
び
三
芳
村
伝
染
病
踊
離
病
舎
忽
は
指
名
推
選
K
よ
る
と
と
話
相
兼
し
ま
し
た
a

会
盤
調
会
書
員
V

科
書
費
礼
麗
郎
君
九
持
元
一
γ
雄
君
、
石
発
露
畿
君
、
藤
箆
益
治
重
ね
て
b
諮
h
g
い
た
し
告
す
み
義
名
。
方
法
は
議
蓑
宗
務
い
て
指
名
す
る

君
、
翠
十
嵐
γ

ι

一
身
君
、
伊
糞
多
甥
君
、
一
説
主
大
韓
員
震
を
霧
名
い
え
し
委
す
。

ζ
と
に
い
た
し
た
い
と
患
議
室
ナ
?
と
れ
夜
縛
異
議
多
h
z
ま
せ
ん
か
・

，
会
一
轄
女
い
蒸
し
を
す
。
え
だ
h
p
-
ま
議
長
夜
暑
い
て
指
名
い
た
し
を
し
た
六
〈
「
異
議
家
'
h
p
h
J
E
4
樗判事者
4
e
h
v
w

、

醸
E

東
君
妥
結
也
事
昆
w
v
Z
芳
替
伝
染
祷
踊
難
祷
一
一
合
組
合
語
会
議
員
。
当
選
人

r
O
謀
長
ハ
石
井
正
窓
v

f

h

轡
韓
議
議

L
ま
襲
診
を
す
9

主
A
M

て
構
護
に
h
w
h

念
定
め
ま
?
と
舎
に
郵
異
議
占
e
h
M
4
ま

せ

ん

か

。

に

ー

で

指

名

す

る

ζ

と
夜
襲
し
黍
B
b
k
l

一一

〈叩・
4

一
翼
鱒
設
し
』
と
呼
ぶ
者
晶
e
r
h
p
}
一

)

と

れ

ま

多

指

名

恥

え

し

会

場

主

宰

輩

+

県

議

会

集

盛

襲

会

議

員

拡

一

揖

&

憲

治

療
岨
構
築
会
結
晶
常
正
餐
w

郵
異
議
念
し
と
寵
め
ま
す
。
よ
A
J

て
た
だ
い
ま
詣
籍
、
横
溝
功
君
、
艶
余
語
襲
嚢
寸
若
井
量
治
君
、
運
薫
静
雄
嚢
翁
縄
富
一

義
』
軒
先
七
委
し
た
さ
h
f
h
y
古
賀
礼
周
悠
君
、
持
走
稔
君
、
石
井
食
品
穣
君
、
部
君
、
石
井
輝
余
君
、
警
蕎
誰
身
震
‘
以
上
体
内
語
員
震
を
指
名
い
軒
先
し
議
す
@

襲
鍵
益
積
書
、
五
十
量
一
葬
毒
伊
賀
多
騎
震
が
鎗
山
市
及
び
三
芳
村
伝
染
会
一
語
h
p
h
品
格
品
怠
す
ぎ
一
先
発
号
電
車
義
者
野
い
て
轟
車
場
執
売
し
愛
L
食
A

9

捜
襲
離
購
委
譲
金
鍾
会
竃
員
に
議
選
ざ
れ
ま
し
た
。
書
員
震
を
三
芳
水
道
企
業
臨
書
会
議
員
の
議
選
入
と
定
車
慰
安
す
と
と
舵
輔
副
典
明

桑
緩
一
抗
意
轟
由
穆
義
彦
三
芽
村
伝
染
審
構
離
韓
合
蓮
食
品
間
会
書
温
R
K当
選
議
②
夢
嘩
高
金
舟
A
v
l

さ
れ
也
事
長
義
業
講
義
難
が
難
場
w
h
h
g

ら
ゑ
ま
す
の
で
、
本
膳
よ
h
p
会
議
境
期
、
三
ニ
ベ
m
v
吋
義
建
議

L
L
主
呼
ぶ
者
S
h
p
w
令

第
苦
手
一
4
4轟
要
事
@
襲
撃

2ze告
知

ま

え

し

さ

ナ

。

マ

。

曹

長

同

署

森

喜

3

畠
葉
一
章
子
左
翼

t
z
t
S
E
t
-
-錯

嘉

義

襲

嚢

蓮

華

寮

華

ま

え

主

主

主

品

皇

室

長

聾

一

一

霊

平

家

護

軍

、

石

二

塁

同

一

、

若

発

揮

余

震

‘

安

蕗

義

男

震

が

。
書
長
《
審
井
正
憲
…
守
一
護
憲
轟
A
、

窓

一

芳

水

道

念

嘩

滞

留

審

会

議

員

@

遣

事

定

一

回

世

憲

一

を

む

え

白

を
行
い
さ
サ
量
二
一
生
巴
町
一
一
J

一

三

一

〔

〈

一

一

宏

一

万

事

A

M

棋
譜
遺
嚢
紘
一
ま
し
た
一
七
揖
員
震
が

ー
一
-
一
芳
水
道
金
義
理
韓
請
書
玄
拳
@
麓
建
一
一
夜
ま
夕
、
本
意
志
タ
蓋
挙
さ
れ
る
ら
-
喜
'

E

艦
購
輝
雄
輔
窓
や
f
z
a事
欝
二
項

ea

s員
@
盤
拡
久
各
で
S
a
n
-轟す。一一
4

二

二

ぷ

一

一

一
J

)

勺

k
J
J

一

智

容

担

ぺ

、

も

~

一

一

二

f12
一よ

告
書
晶
9
い
た
し
ま
す
ゆ
選
挙
穆
・
意
義
畿
地
芳
自
治
議
欝
曹
占
f
A祭
事

二

項

品

幅

一

時

議

一

一

タ

戸

惑

建

費

麺

を

M
晶
体
、
む
を
す
e

e規
定

E
b、君主一
E
2
2患
い

宗

主

主

義

喜

多

ム

田

章

一

l
h
τ

一

A喝ぶ、



突
戸
寿
衆
議
耳
東
原
叫
一
雄
君
、
護
連
昭
夫
輩
、
提
出
稼
武
路
震
が
歳
出
帯
、

富
稽
可
及
び
主
芳
村
学
按
給
食
龍
舎
盛
会
議
員
樫
議
還
さ
れ
ま
し
食
e

た
だ
い
ま
鎗
曲
率
、
一
塞
嘗
宮
司
及
び
一
一
一
芽
村
学
韓
品
開
会
組
合
議
会
語
長
旅
義

f

-

遣
さ
れ
ま
し
た
え
議
員
建
都
議
場
k
b
ら
&
霊
安
@
守
、
本
露
主
h
p
会
量
規

樹
第
三
十
二
条
第
二
環
。
鎮
定
に
ま
る
告
知
を
い
た
じ
嘗
歩
e

常
体
接
客
員
A

嚢
魯
寄
喪
荏

。
議
長
(
石
井
正
君

v
a程
欝
ふ
L
一
常
笹
番
員
会
委
員
。
選
任
を
脅
い
を

す。常
任
餐
阜
県
会
委
員
。
選
任
に
つ
き
を
し
て
は
、
館
山
宮
市
議
会
委
員
会
条
鰐

第
四
条
第
二
揖
@
規
定
に
よ
h
y
醤
眠
震
が
議
会

K
諮
っ
て
選
聾
す
る
と
き
K
念

っ
て
会
歩
合
晶
す
。

と
れ
よ
h
p
各
常
任
委
員
会
委
員
。
氏
名
を
書
記
を
し
て
腕
説
い
え
さ
せ
さ

す
9

。
書
記
ハ
若
井
敏
夫
君
》
朗
寵
い
た
し
ま
す
。

1
f
-

ょ
，

総
務
委
員
会
委
員
福
原
動
さ
ん
、
競
本
酪
瞥
を
ゐ
、
骨
下
正
己
さ

p

ん
、
林
豊
さ
ん
、
震
沼
酪
失
さ
ん
、
伊
藤
幸
太

郎
さ
ん
、
吉
田
勇
後
怒
'
さ
ん
1

藤
田
益
治
さ
ん
、

三
第
一
井
敏
惨
さ
ん
、
~
由
抑
留
宇
一
郎
さ
ん
。

神
国
守
隆
さ
ん
、
車
舞
人
間
一
旗
さ
ん
、
網
島
憲
治
さ

ん
、
古
賀
礼
盟
諸
さ
必
九
一
語
肉
声
寿
夫
さ
ん
1

柴
原

一
雄
さ
ん
為
近
畿
静
薫
さ
ん
，
、
黒
川
乎
治
さ
~
一
ん
、

石
井
武
敏
さ
ゐ
、
伊
糞
葬
璃
さ
ん
。
一
之

横
溝
坊
さ
ん
、
石
井
轟
植
さ
ん
、
持
定
番
さ

ん
、
諸
陣
出
源
次
郎
さ
ん
‘
石
井
海
hm
さ
ん
‘
五
十

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
滋
程
第
九
、
館
中
布
、
富
浦
町
及
び
三
芳
村
学
校

給
食
組
合
議
会
嘩
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

館
山
布
、
憲
論
倒
町
及
び
三
芳
村
学
設
鎗
食
忽
合
規
約
第
五
条
第
二
項
の
規

定
に
£

b
、
本
官
剛
志
・
9
選
挙
白
さ
れ
る
護
員
数
は
八
名
で
あ
h
p
ま
す
。
九
F

hv
，
詰
多
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
、
地
方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二

一
項
の
規
定
に
主
h
p
指
名
義
選
忙
主
h
y
た
い
と
患
い
ま
す
@
と
れ

K
郵
異
議
あ

h
y
ま
せ
ん
か
。
，
(
寸
醐
爽
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
p
〉

。
議
羨
ハ
石
井
正
君
〉
郵
異
議
念
し
と
寵
め
ま
す
。

Z
っ
て
選
挙
の
方
法

位
指
名
推
還
に
よ
る
ζ

と
に
晶
択
し
を
も
た
。

重
ね
て
hv
諮
h
y
い
え
し
ま
す
。
'
指
名
の
方
法
は
議
長
v
h
h
v
い
て
指
名
す
る

ζ

と
K
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
会
h
y
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
y
〉

。
議
長
ハ
石
井
正
君
V

御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
ov--
っ
て
議
長
一
k
b
い

て
指
名
す
る
と
と
K
決

し

ま

し

た

。

、

.

、

と
れ
主
h
y
指
名
じ
れ
た
し
ま
す
。
館
山
市
、
富
浦
符
及
び
三
芳
村
学
校
給
食

組
合
議
会
議
a
R
K神
田
守
隆
君
、
石
井
謀
索
、
福
原
動
君
、
絵
下
正
己

君
、
し
一
宍
戸
発
決
意
タ
栗
原
一
雄
君
、
渡
辺
昭
夫
君
、
海
出
謙
次
郎
君
、
以
上

八
議
員
績
を
指
名
い
長
し
ま
す
。

hF
致
問
品
グ
単
発
し
4
Z
示
。
た
だ
い
ま
議
長
k
h
w
加
て
詣
名
い
え
し
ま
し
た
A

議
員
震
を
鍵
出
窓
ミ
宮
崎
欄
町
昆
び
三
芳
村
学
校
給
食
圃
聴
会
議
会
議
員
の
議
選

人
と
定
め
ま
す
と
と
K
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

同
「
国
持
識
を
し
L

と
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

。
議
長
(
石
井
¥
志
君
)
調
曇
謹
悲
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
た
だ
い
を
指

名
む
と
か
h
p
持
笛
守
雄
君
、
石
井
，
u
龍
一
君
、
福
原
動
君
、
松
下
正
己
君
、

匙ア

文
教
民
生
委
員
会
一
轟
轟

建
設
経
済
委
員
会
委
員
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農
業
委
員
会
@
委
員
と
走
る
べ
き
学
揖
種
融
者
@
推
薦

K
つ
い
て

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
憲
章
器
地
方
自
治
法
第
富
十
七
条
の
親
定
舵
主
h
p

林
豊
君
及
び
民
間
川
平
治
震
の
一
身
上
@
事
件
で
る
h
F
愛
す

C
で
、
遺
腐
を

求
め
を
す
。

、
三
一
番
議
員
林
義
響
、
四
七
番
麓
員
義
姉
平
治
意
退
場
)

h

o
議
長
〈
石
井
正
震
〉
晶
画
案
の
蔚
麓
を
轟
un
ま
す
。

〈
書
記
朗
艶
V

と
の
様
、
委
員
会
条
例
第
五
条
の
規
定
一
に
よ
っ
て
、
各
常
怪
委
員
会
k

b

o
議
長
《
石
井
正
君
〉
揖
穂
波
終
b
ま
L
ぇ

。

¥

い
て
互
選
さ
れ
ま
し
た
正
、
商
委
員
長
を
報
告
い
え
し
愛
す
。
今
議
案
。
範
明
を
求
め
ま
す
。
二
回
番
議
員
調

a-一
郎
君
登
壇
蹟
い
ま
す
b

総

務

常

任

委

員

会

委

員

長

松

下

正

記

君

、

副

委

員

長

福

原

動

君

。

〈

三

閤

審

構

am和
国
二
郎
一
君
霊
竃
》

文
教
民
生
鴛
笹
委
員
会
一
委
員
長
栗
康
一
雄
君
、
周
委
員
喪
失
戸
寿
夫
君
。

Z-}四
番
'
A
事
随
一
郎
君
V

一
霧
器
集
第
}
号
量
業
委
員
会
の
委
員
と
金
る
ベ

麓
設
経
揖
常
笹
委
員
会
委
員
長
麗
山
欝
畜
費
、
副
委
員
昼
寝
右
発
畠
治
君
。
き
学
識
健
聴
者
の
推
薦
K
A
J
h
m

て
提
案
理
由
を
御
難
暢
録
申
し
上
げ
ま
す
Fe

象
台
、
と
の
際
御
報
告
・
申
し
上
げ
会
す
。
議
会
推
麗
@
委
員
中
二
名
@
一
審
が
鶏
鳴
し
た
と
と
世
界
俸
い
ま
し
て
義
任
養

護
会
道
管
協
議
会
委
員
w
匹
、
神
田
守
撞
索
、
要
原
一
一
憲
君
、
近
藤
好
雄
君
、

aRに
つ
い
て
@
鍍
葺
要
請
が
る
h
y
?と
仇
怠
轟
A
Y
晶
怠
業
し
て
種
々
選
考
@
結

、
泉
純
平
治
君
、
流
出
源
次
郎
君
、
和
田
一
郎
君
、
一
果
、

b
aナ
完
vh
配
付
@
と
b
h
n
林
r

量
君
、
泉
純
平
治
意
の
再
君
を
最
適
笹

伊
賀
多
蔚
君
、
農
商
益
男
君
、
者
と
鶴
執
り
嬢
聴
い
た
し
え
い
と
患
い
念
品
F

・

以
上
、
八
議
員
震
が
還
を
さ
れ
、
亙
還
の
結
集
委
員
長
に
和
随
一
郎
君
、
一
荷
と
ぞ
鴻
携
の
梅
晶
究
開
を
た
s

ま
わ
h
p
を
す
主
晶
J
h
s

厳
M

引
い
た
し
ま
し
て
、

樹
委
員
長
に
波
山
藤
次
郎
君
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
え
し
ま
す
町
議
案
連
自
の
醗
努
ま
い
た

L
ま
す
e
J

。
議
長
《
石
井
正
君
v
d
寵
場
拡
終
設
を
し
た
。

議

案

@

上

程

御
賓
嚢
顕
M
m

愛
す
。
一
割
薫
喪
占
e
h
y
-
-
せ
ん
歩
。

I
I郵
費
麓
念
し
ふ
も
寵
め

。
識
豪
州
石
井
正
倉
〉
一
、
倍
程
携
す
て
発
露
集
第
一
号
農
業
委
員
会
@
饗
ま
す
@
主
っ
て
am援
を
晶
聴
会
合
菅
品
3
0

戸

-

e

員
と
也
執
る
べ
き
学
艶
経
験
者
。
推
薦
K
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
緯
誕
6
害
時

r 

嵐
昇
さ
ん
、
石
井

安
西
益
男
さ
ん
、
山
口

組
止
で
ど
ざ
い
ま
す

ι

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉

hv
帯
b
y
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
朗
読
い
た

ι4ま
し
た
と
h
v
b
各
常
任
委
員
会
委
員
に
指
名
い
た

し
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

《
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
多
h
g
v

。
謹
長
〈
石
井
正
建
》
御
異
議
念
し
と
寵
め
ま
す
。
よ
っ
て
た
だ
い
ま
指

名
い
免
し
ま
し
た
と
h
p
h
y
各
常
任
委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
と
と
K
決
し
ま

し
た
。

議

案

の

内

審

説

明

正
さ
ん
、
安
沢
徳
康
さ
ん
、

康
さ
ん
。

発
議
案
第
一
号

今

P

F
F

令

h
f
u
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。畠田島貫
λ
草
井
正
意
〉
会
聾
h
p
h
-
た
し
也
君
晶
子
B

本
案
K
つ
い
て
は
委
員
会
符
託
並
び
舵
欝
龍
一
会
省
略
し
て
採
決
す
る
ζ

去

に

御

異

議

あ

安

全

せ

ん

か

。

-

プ

‘

〈
「
異
議
事
情
し
」
と
呼
ぶ
者
一
あ
b
J
〉

。
議
長
ハ
若
井
z

正
君
》
梅
異
議
事
情
』
じ
と
認
め
ま
す
。
ま
フ
て
決
し
ま

ιぇ。

採

決

。
語
長
〈
石
井
一
正
意
)
採
決
い
た
じ
ま
す
6

本
案
を
原
案
Ehf義
y
宵
可
決
す
る
ζ
と
舵
御
異
議
あ
多
ま
ぜ
ん
か
ヨ

〈
「
奏
曲
輯
棄
し
」
と
呼
ぶ
考
晶
a
h
y
)

。
露
長
一
円
石
井
一
正
芳
)
一
部
異
議
4

な
し
と
語
め
を
す
6

£
っ
て
本
案
絵
原
一
案

E
ι
f
b可
決
さ
れ
ま
し
た
。

(
一
三
宮
語
員
林

豊
君
、

一
七
番
議
員
黒
附
平
治
意
入
場
》

議

配

付

案

の

。
曹
長
ハ
石
井
正
君
)
た
だ
い
ま
市
長
か
ら
議
案
の
送
付
が
あ

b
を
し
た
。

書
案
を
配
付
い
た
さ
ぜ
ま
す
。
配
付
一
漏
一
れ
は
ど
ざ
い
ま
晶
君
、
ん
か
。

1
1配

付
漏
れ
を
し
と
認
め
ま
す
。

議

案

上

程

の

。
議
長
《
石
持
軍
君
〉
日
程
第
十
二
、
議
案
策
ご
み
ー
セ
号
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
で
欝
麗
'
と
い
え
し
ま
す
。

議
案
第
二
率
七
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

。
事
長
〈
石
発
正
芳
〉
・
本
家
は
勉
方
S
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
K
F
-
h
y

伊
麗
幸
太
島
震
の
一
身
上
の
事
件
で
あ
h
y
ま
す
の
で
遺
席
を
家
診
ま
ナ
a

岡崎

，
討
一
軍
審
議
長
伊
藤
拳
太
一
怒
君
選
議
》

。
語
義
人
者
芽
、
悪
意
Y~一
嘗
蓑

cvn朗
読
を
聾
怖
を
す
事

ハ
聾
龍
篇
艶
司
会
二
、

4

F

一
九
?

欝
婁
む
内
一
審
説
明
一

。
輩
葺
一
A
若
井
~
車
君
》
J

朗
読
時
穂
室
主
r
b
轟
向
。

F

嘩
察
、
色
寵
輯
を
ま
め
ま
す
占
曹
司

一
〈
倉
市
長
準
決
長
崎
一
重
量
壇
〕

τ

。
宮
市
長
一
ハ
拳
沢
由
民
主
縁
日
本
帯
。
監
査
要
員
中
、
聾
真
@
事
が
ら
一
義
笹
を
い
碑

品

h
L事暑
f

ず
委
員
が
失
員
で
ど
苦
い
ま
す
@
で
、
伊
藤
泰
走
路
議
長
が
掌
麓
穫

す
験
&
止
憲
一
艇
也
君
か
で
ど
ま
h
ま
ず
し
、
齢
制
裁
箆
-
明
る
い
穿
で
ご
ざ
加
ま
歩
@
で

選
穫
を
uw~免
除
V
た
民
&
帯
CJ黍
す
?

満
場
。
郵
糞
障
を
“
芸
菱
電
交
い
と
毒
情
念
す
e

o
謀
長
〈
者
井
一
正
輩
、
V

聾
努
一
は
終
h
y
主
主
義
v

叫
士
、

郵
質
疑
顕
い
ま
す
。
蝋
押
費
襲
参
会
委
せ
ん
歩
事

l
f一
一
帯
蜜
皿
震
を
し
と
麗
め

ま
す
。
よ
っ
て
費
援
を
祭
主
ま
す
一
。
一
一

委
員
会
針
託
。
省
略

。
麓
E

R

(

石
井
正
章
》
一
一
一
議
蕗
歩
い
た
し
急
歩
。
h

本
案
K
つ
い
て
雄
一
蓑
島
義
の
脅
能
鍾
酵
健
一
能
績
を
馨
職
、
採
決
す
る
と
と

K
諦
異
議
あ
h
p
ま
せ
ん
歩
4

〈
「
異
議
老
i
v
」
を
呼
μ
識
者
あ
安
)
一
い

え
傷
異
議
を
じ
と
一
語
診
を
一
歩
か
よ
っ
て
決
L-暗
唱
し
た
@

F 

。
議
長
〈
石
井

正
君
)

苛採

決

自-12司町

子 一 一ー
で r

句、



。
曹
長
ハ
石
井
正
賓
〉
と
れ
主
h
y
採
決
い
え
し
ま
す
。

本
串
骨
量
原
案
ど
也
v
h
y
可
決
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

〈
「
莫
聾
念

L
」
と
画
庁
ぶ
者
あ
h
y
v

一

。
'
語
長
門
石
井
正
君
》
梅
田
宍
聾
念
し
と
寵
め
を
す
?
ま
っ
て
本
案
ば
原
案

E
h
v
h
p
可
決
さ
れ
ま
し
た
e

内
一
葉
番
護
員
伊
藤
孝
太
蕗
君
λ
場〉

正
す
る
条
例
。
専
決
処
分
の
承
認
K
つ
い
て
で
あ
h
y
を
す
が
、
去
る
一
一
一
月
一
一
一

十
回
、
地
方
説
法
の
一
一
習
を
改
正
す
る
法
律
案
が
田
会
v
h
て
可
決
、
一
一
一
月
三

十
一
日
公
布
、
四
月
一
沼
会
る
施
行
さ
れ
る
と
ま
と
家
多
言
し
た
結
果
タ
館

山
市
市
韓
条
例
も
と
の
襲
撃
韓
正
K-会
わ
せ
吃
急
藩
改
革
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
絵
ぉ
同
条
倒
の
一
線
建
産
主
語
方
富
治
法
第
恵
七
十
九
象
@
韓
定
誌
主

b
z
専
決
処
分
を
い
た
し
ま
じ
走
。
号
、
嘗
会
蕊
義
母
L
K
ζ
の
象
曹
を
京
ゐ

£
う
と
す
る
も
の
で
あ
露
宴
重
一
一

d
h
t
h

J

今
顕
の
地
方
現
法
の
重
正
輩
、
一
一
雄
芳
韓
島
原
薬
品
U

現
款
に
か
ん
が
み
町
)
崎
地
方

信
設
の
実
情
を
滋
藁
し
つ
荷
主
?
を
@
集
接
@
遺
棄
傘
、
治
方
韓
軍
一
@
充
実
強

尭
盤
守
を
留
る
見
絡
会
ら
ふ
義
語
毒
事
欝
@
薦
議
恐
割
告
書
土
庁
、
国
定
費
釜
稜

乾
h
v
狩
る
評
鏑
整
え
に
停
ラ
重
義
担
mw
謂
量
一
を
智
治
J
M

段
会
、
食
提
最
韓
母
一
饗

積
蓮
世
会
議
弦
念
一
種
る
莞
治
会
ら
~
個
人
容
者
艶
輔
の
基
礎
控
除
額
等
各
種

露
間
帯
撞
韓
穫
の
裂
き
£
庁
、
源
泉
一
説
。
兎
穫
点
@
一
討
さ
之
げ
等
が
主
会

S'e

で
事
撃
を
す
epー

ま
世
、
髄
人
の
J

議
集
積
の
麓
誕
に
つ
い
て
試
九
一
義
襲
爵
費
接
像
、
A
W

一
績
が
そ

れ
ぞ
れ
一
万
筒
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
一
夫
婦
子
二
人
@
給
与
贋
得
者
@
場

合
、
課
穫
量
悲
観
ば
現
行
宮
密
十
三
n
A手
憶
が
ち
茸
麗
や
走
蚕
徳
、
箆
副
判
事

上
げ
ら
れ
え
と
と
v
h
念
h
s
ま
す
?
曹
韓
条
傍
v
h
h
f
h
割
安
棋
、
一
抵
薦
脅
者
患
の

翁
唾
割
量
の
み
を
諜
ナ
る
も
@
@
券
謀
議
。
接
豪
を
設
定
サ
る
金
穫
を
現
行

十
主
主
将
か
~
ら
今
大
方
向
K
改
正
ず
る
も
の
で
一
s
h
y
-
ι

す
。
-

決
夜
、
軽
魯
語
草
説
K
9巴抗

τ盛
丸
一
一
昭
和
p

翠
十
一
拘
禁
度
設
韮
k
h
v
h
p
て一現

有
品
審
議
が
聾
す
ら
れ
て
し
蝶
警
道
路
rk関
す
る
鰻
饗
事
増
大
し
て
杭
る
と
と

等
を
考
慮
司
令
ブ
一

O
磐
義
援
引
き
上
げ
ち
れ
ま
L
先
端
伊
~
嘗
業
主

meも
@
に

つ
h
で
韓
襲
警
襲
撃
を
轟
£
輩
菩
主
と
と
し
、
を
¢
場
進
が
a

‘AM
ば
ら
砦
体

樟

害

事

実

車

襲

撃

轟

義

也

事

嘆

充

義

警

護

と

き

を

議

案

寝

o
蟻
軍
寓
一
円
高
井
亘
書
}

n

H

寝
第
十
Z
F
議
案
第
二
十
A
a守
強
山
市
市
議
条

倒
@
ア
郵
を
重
正
す
る
条
組
問
。
奪
訣
集
会
@
承
露
に
つ
い
て
を
欝
麗
と
h
え

し
を
す
9

輯
第
一
@
甥
韓
愛
車
H
P

ま
す
。

額
案
事
二
十
八
場
鎗
出
布
務
韓
条
輔
の
一
部
宏
教
正
す
る
条
例
一
の
専
決

¥
処
分
の
承
一
一
語
K
A
J
U
V
て

ハ
一
「
麓
媛
、
朗
読
省
略
」
と
呼
ぶ
者
4
e
h
p
〉

。
議
長
〈
石
井
正
妻
〉
た
だ
い
ま
一
一
揖
養
護
真
君
主
b
甥
読
省
略
の
提
案

が
さ
ぎ
い
ま
し
た
が
、
描
脚
曇
一
議
あ
h
y
ま
せ
l
N
4
r
e

ハ
一
意
義
憲
念
し
」
Lι

呼
ぷ
者
参
タ
)

。
謹
畏
《
若
一
井
一
車
窓
》
御
異
議
念
し
と
欝
め
ま
す
。
甥
読
を
省
略
h
た
し

ま
す
・

上

む

-1，3“ 

議
案
C
内
饗
説
明

。
一
議
長
〈
石
井
正
君
》
一
難
舞
踊
w
説
甥
を
議
め
ま
す
?

市
市
置
就
学
捜
車
線
一
一
君
霊
護
V

-

。
議
世
襲
念
守
慣
れ
良
一
意
》
護
嚢
第
三
十
A
号
鎗
出
市
議
韓
条
例
@
一
部
を
改
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ぐ司古司電

て

し
た
。
次
w
匹
、
固
定
賓
室
説
及
び
都
市
計
画
韓
K
つ
い
て
は
、
昭
和
玄
十
四
年
集

v
h
h
f

け
る
土
地
@
評
積
替
え
に
伴
い
、
現
負
強
の
揖
撃
を
国
る
た
め
、
鶴
一
和

五
十
鴎
年
度
か
ら
昭
和
五
十
六
年
度
ま
で
の
一
甲
一
年
間
K
揖
歩
、
震
接
的
念
負

担
調
整
接
量
を
欝
ず
る
も
の
で
あ
h
p
ま
す
。

念
会
、
静
細
K
つ
き
ま
し
て
は
、
鹿
鳴
資
料
に
よ
h
p
御
了
承
え
ま
わ
h
p
ま

す
£
ラ
h
F

顕
い
事
し
上
げ
を
す
。

以
上
、
説
明
を
麓
タ
ま
す
。

。
議
長
門
若
井
正
君
》
説
明
捻
終
参
堂
し
た
。

質

提

応

答

。
議
長
ハ
石
井
正
倉
》
御
質
援
を
顕
い
ま
す
。

。
ニ

O
番
(
石
井
武
敏
君
〉
議
案
第
二
十
八
号
の
専
決
蝿
分
K
つ
き
を
し
て

何
点
一
か
御
質
揮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
の
世
帯
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
内
容
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
え
だ
い
ま
説
明

が
あ
h
y
愛
し
た
よ
う
K
、
地
方
税
法
の
改
正
が
争
っ
た
、
、
ぞ
れ
夜
伴
っ
て
三

月
三
十
一
日
公
布
、
四
月
一
白
か
ら
施
行
さ
れ
る
と
と
に
怠
フ
免
と
い
う
い

き
さ
つ
か
ら
市
税
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、
今
回
の
条
例
改
正
K
は
三
本
の
柱
と
い
い
ま
す
か
、
一
一
一
つ
の
要
素

が
る
る
S
A
J
統
怠
わ
れ
ま
す
。
一
つ
は
個
人
所
得
の
控
憶
の
輔
が
広
が
っ
た

と
い
う
と
さ
で
あ
タ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
第
二
点
目
と
い
免
し
ま
し
て
は
麓
自

動
車
説
、
そ
の
他
の
一
律
。
種
率
の
値
上
げ
、
一

O
駕
低
ど
り
値
上
げ
、
ぞ

れ
か
ら
も
う
一
つ
は
固
定
資
叢
税
の
評
価
替
え
K
停
念
品
J

麓
負
担
。
調
整
率

と
い
う
問
題
ぜ
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
三
点
の
縄
題
で
る
h
y
ま
す
が
、
ま
ず
私
が
h
F

開
き
し
た
い
と
と
は
、
、

地
方
説
法
@
改
正
捻
三
月
夜
行
令
れ
た
倒
が

4
e
bま
す
が
、
ぞ
れ
に
停
づ
て

効
力
が
鶴
男
か
ら
聾
生
し
お
て
一
挙
事
ま
す
の
で
ベ
す
で
花
予
算
的
K
は
さ
を
さ

ー

4
E
念
形
で
態
様
を
及
ぼ
E

ヤ
て
い
る
人
mw
で
捻
念
い
か
&
思
わ
品
作
業
す
@
で
、
箪

十
翻
年
産
の
予
算
編
成
時
ま
券
会
を
し
て
段
、
乞
れ
ら
b
い
-bゆ
る
麓
@
改
一

正
に
緯
W
A
J
M揖
理
骨
体
内
M

い
て
、
た
L
C
え
ば
市
民
税
を
算
定
す
る
@
震
基
礎
的
ま

算
定
港
行
っ
て
色
需
品
凡
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
醸

K
ど
の
Z

A

J

一

な
考
車
務
払
わ
れ
て
き
た
@
か
と
い
う
と
と
る
に
襲
簡
を
持
つ

b
け
で
ど
ざ

い
ま
す
h
W
4
1

、
そ
の
叫
ん
の
い
き
さ
つ
、
あ
る
い
は
ど
@
孟
多
奪
を
お
を
予

算
錫
成
時
荒
考
え
て
か
っ
た
か
と
い
う
と
と
を
樽
説
努
軍
一
」
肺
炎
い
ま
患
い
ま

す。
ぞ
れ
か
ら
、
'
緩
怠
動
車
を
は
じ
め
と
す
る
税
率
の

7
7
プ
で
す
が
、
と
@

問
題
一
政
一
昭
和
五
十
一
年
産
一
K
改
正
さ
れ
て
か
h
y
‘
乏
し
て
、
改
正
さ
れ
て
か
ら

す
で
に
三
年
た
っ
た
わ
帥
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
聾
ず
っ
と
据
え
置
き

で
き
て
か
っ
た
町
一
義
農
事
事
@
販
売
価
格
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
と
と
、
あ

る
い
は
道
路
に
留
す
る
鰻
糞
が
増
大
し

τい
る
ζ
と
1

そ
れ
ら
を
考
慮
さ
れ

て
今
回
の
自
動
車
読
の
猿
ま
を
行
っ
た
と
息
わ
れ
脅
す
が
、
非
撃
に
上
昇
率
、

ア
ッ
プ
率
を
見
ま
す
を
一

O
揮
と
い
う
大
き
念
上
昇
率
一
で
ど
ざ
い
設
す
の
で
、

そ
れ
ら
が
ほ
か
の
轟
準
mw
ず

Y
プ
に
影
響
は
し
、
老
い
だ
ろ
ラ
か
、
と
う
い
う

問
題
で
そ
の
へ
ん
@
尭
欝
を
か
開
き
し
て
b
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
と
の
襲
撃
ア
ッ
プ
は
金
歯
的
一
番
衣
特
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
h
y
ま
し
て
、
全
国
的
泳
競
両
の
中
に
あ
る
わ
け
で
ど
ぎ
h
ま
す
の
で
、
難

現
の
で
き
る
範
箇
で
結
構
で
す
の
で
御
説
明
一
一
顕
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
次
kh固
定
資
産
貌
の
、
国
定
資
嚢
の
し
野
偏
に
伴
い
ま
す
議
負

担
率
の
調
整
に
、
関
連
し
ま
し
て
質
問
し
た
い

b
け
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
議
議

に
お
き
ま
し
て
as本
年
@
一
月
一
箆
付
k

h

v

き
ま
す
臨
定
資
意
。
野
鶴
替
え



に
伴
aJ
操
種
台
帳

l
l
一
月
一
日
現
在
の
課
穂
台
損
、

ζ

れ
を
圃
月
五
日
か
関
係
で
ど
ざ
い
を
す
け
れ
ど
も
、
と
れ
に
つ
き
を
し
て
は
五
十
四
年
度
。
義

ら
四
月
二
十
四
日
ま
で
市
民
の
縦
覧
に
供
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
異
初
予
算
K
つ
き
ま
し
で
は
そ
れ
を
見
込
ん
で
予
算
齢
上
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。

欝
の
申
し
立
て
は
圏
月
五
寸
日
・
亦
為
五
月
四
回
全
で
で
す
か
、
受
け
付
け
た
と
た
だ
歯
軽
自
動
車
穂
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
軽
自
動
車
説
K
つ
き
ま
も
て

い
う
と
と
で
ど
ざ
い
を
す
が
吋
一
と
う
い
う
ふ
う
ぼ
地
方
税
法
の
四
百
十
五
条

1

拭
一
議
税
額
等
が
未
定
の
海
分
が
ど
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
五
十
四
年
度
分
K

K
基
づ
き
-
ま
し
て
縦
覧
V
幹線

L
た
わ
け
マ
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
地
方
税
つ
い
て
の
麓
自
動
車
説
の

7
y
プ
に
つ
い
て
は
計
上
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

法
の
条
文
を
見
ま
し
で
も
と
の
縦
監
は
市
有
村
長
蛇
諒
せ
ら
れ
た
義
務
で
ど

L
そ
れ
と
、
軽
自
動
車
務
会
値
上
げ
の
関
係
で
ど
ざ
し
刷
会
す
け
れ
ど
も
、
先

ざ
い
ま
ナ
骨
地
方
税
法
の
条
文
か
ら
い
き
ま
す
と
、
と
う
い
う
ふ
う
に
念
つ
ほ
ど
の
御
質
問

K
4
e
b
-
-一
し
た
よ
う

κ、
自
動
車
視
の
包
的
そ
の
も
の
が
h

て
b
bさ
す
が
、
「
市
町
村
長
絵
、
毎
牟
三
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で
わ
ゆ
る
固
定
資
産
税
K
か
b
る
も
の
と
い
う
意
味
と
、
も
多
一
つ
紋
u
n
b
ゅ

の
問
、
固
定
資
産
農
税
台
帳
を
そ
の
一
指
定
す
る
場
所
k
b
い
て
関
係
者
@
様
、
る
道
蕗
損
傷
負
担
金
的
在
住
賓
を
も
っ
て
・
h
る
わ
け
で
ど
ざ
い
相
愛
し
て
‘
先
、

驚
に
供
し
老
け
れ
ば
念
ら
念
い
J

程
し
、
業
容
そ
の
他
特
崩
の
事
情
が
あ
る
4

・偲

E
b
話
し
ど
ざ
い
判
定
し
た
五
十
一
年
度
以
捧
値
上
げ
さ
れ
て
い
念
い
わ
け

場
合
舵
お
い
て
は
、
毎
年
三
月
二
十
戸
日
以
後
綻
縦
覧
期
間
を
設
け
る
と
と
そ
ど
ざ
い
を
す
白
そ
ろ
h
タ
ょ
う
設
と
と
を
勘
案
し
て
ち
h
わ
ゆ
る
国
定
義

が
で
き
る
。
」
、
.e

条
実
的
に
は
そ
@
ょ
う

K
念
っ
て
か
タ
ま
す
が
、
義
務
に
意
義
花
見
合
う
と
い
う
と
と
を
考
え
ま
す
れ
ば
、

8
動
車
の
錨
絡
は
よ
h
g
誠

治

h
て
は
と
の
縦
覧
を
四
月
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
い
る
上
上
が
ヲ
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
多
柏
会
主
う
念
説
明
を
受
け
て

b
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
私
的
念
意
見
で
す
が
)
大
変
忙
し
い
中
で
の
縦
覧
だ
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
以
下
伊
作
曲
押
さ
え
主
と
い
う
と
と
で
、
}

っ
た
よ
う
K
思
う
わ
け
で
す
が
、
法
律
舵
う
た
っ
て
る
る
よ
う
に
十
分
念
成
の
疋
程
度
引
き
上
げ
た
と
い
う
と
と
で
制
定
さ
れ
た
と
い
う
ふ
タ
夜
間
h
て

果
、
効
回
躍
が
る
つ
え
か
ど
う
か
、
、
そ
の
へ
ん
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
た

h
w
h
y
-
‘す。

V

♂

、
だ
き
た
h
と

思

う

わ

け

で

ど

ざ

い

ま

す

。

そ

れ

が

偽

K
対
す
る
影
響
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

εも
、
一
応
そ
う
い
ラ
主

と
@
縦
覧
の
期
間
が
条
文
よ
h
y
か
念
h
y
か
け
魅
離
れ
た
期
間
K
制
定
さ
れ
て
う
ま
と
と
を
働
集
h
だ
し
を
し
て
、
軽
自
動
車
視
だ
一
け
で
念
L
K来
襲
で
ど

い
を
す
が
、

F

と
れ
は
や
は
・
9
他
市
町
村
と
大
体
歩
調
を
合
わ
せ
て
決
め
ら
れ
ざ
い
ま
す
普
通
自
動
車
等
に
つ
い
相
て
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い

た
の
か
ど
ラ
か
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
ま
す
け
れ
ど
也
、
と
〈
K
物
価
に
は
ね
か
え
h
p
ま
す
い

b
ゆ
る
営
業
用
@
も

以
上
、
質
問
し
ま
す
@

d

，
の
に
つ
い
て
は
、
今
国
そ
の
よ
ラ
念
観
点
か
ら
縫
え
彊
き
に
な
っ
て
b
h
9
4
z

o
緯
務
競
長
〈
鈴
木
弘
通
君
〉
え
だ
h
ま
の
御
質
問
K
つ
h
て

ゐ

答

え

い

た

す
e

し

ま

す

?

止

一

ぞ

れ

と

、

掴

定

貴

重

税

@

縦

董

期

間

の

欝

犠

で

芯

ぎ

h
ま
す
け
れ
ど
も
、

を
ず
、
第
一
点
で
ど
ざ
い
ま
ナ
け
れ
ど
も
、
住
民
麓
の
均
等
割
b
等
の
控
J

四
百
十
五
条
@
た
だ
し
書
き
の
麓
定
安
適
用
い
た
し
ま
す
、
ま
い
ラ
と
と
は

除
並
び
に
基
礎
控
除
、
配
傷
者
控
除
を
は
じ
め
と
い
た
し
ま
す
所
得
控
除
の
い
わ
ゆ
多
載
量
改
正
が
遅
れ
て
h
る
と
h
a
J
理
由
で
と
ぎ
杭
ま
す
の
で
、
一

-.15-

J 
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応
ニ
毘
業
K
叢
葺
を
四
月
草
箆
か
ら
阻
男
二
十
四
日
支
で
行
員
Y

主
い
う
白
血
う

を
告
示
を
す
る
と
と
も
一
夜
、
い
わ
ゆ
る
事
@
広
報
、
ι

恩
賓
重
一
一
ぴ
舷
新
開
等
ぞ

離
覧
期
間
の
変
更
と
い
う
麗
K
つ
い
て
広
報
K
つ
と
め
た
わ
け
で
ど
ざ
杭
ま

ず事一そ
れ
vh
対
す
る
効
来
で
ど
ざ
い
を
す
け
れ
ど
も
、
厳
葺
期
間
情
は
四
月
五
日

か
ち
四
月
二
十
四
自
の
期
間
ゃ
に
縦
覧
者
総
数
で
二
富
久
十
八
名
の
方
が
縦

覧
夜
会
見
え
箆
走
っ
た
4

前
題
。
圏
定
資
叢
韓
@
評
価
が
え
の
年
度
で
ど
ざ

い
ま
し
一
た
草
十
一
年
度
が
一
百
七
十
七
名
で
ど
さ
h
ま
し
た
の
で
、
約
二
倍
弱

と
い
う
主
多
念
多
〈
の
方
々
が
関
心
を
も
っ
て
縦
覧
し
て
い
た
だ
い
た
と
い

ラ
軽
樟
が
ど
ざ
い
ま
す
。

J

一

以
上
で
ど
'
ぎ
』
引
き
ず
。
一

。
こ

O
番
ハ
若
井
武
猿
君
〉
た
だ
い
ま
説
明
を
受
け
を
し
て
あ
ら
あ
ら
了
解

し
た
む
け
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ

E
も
、
軽
自
動
車
税
の
一
プ
ァ
プ
に
つ
き
を
し

て
は
、
い
に
れ
が
上
昇
し
た
と
と

K
Z
っ
て
ほ
か
の
説
率
が
逮
也
却
し
て
上
昇
す

る
と
い
う
影
容
は
ほ
と
ん
ど
念
い
と
い
う
ふ
う

K
思
う
と
い
多
亡
と
で
す
が
、

軽
自
動
車
税
の
税
の
取
夕
方
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
該
国
康
守
指
示
さ
れ
た

も
の
K
一
二
一
僑
ま
で
各
市
町
村
の
意
向
に
よ
っ
て
hn
一
会
で
も
ア
ッ
プ
で
き

る
と
い
う
よ
う
夜
間
い
て
か
h
y
ま
す
し
、
こ
れ
ら
の
許
饗
額
一
ば
い
ま
で
諜

現
し
て
い
る
と
い
う
市
町
村
も
あ
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
。
そ
の
点
基
本
的
に

ど
の
よ
う
K
考
え
て
h
f
h
y
ま
す
か
。
会
開
か
せ
顕
一
い
え
い
れ
一
と
患
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
、
聞
定
資
意
麓
の
評
価
の
縦
覧
に
つ
い
て
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
毎
回
縦
覧
す
る
入
教
は
上
昇
し
て
き
て
い
る
よ
う

K
鞠
説
明
多
多
ま

し
免
町
一
そ
の
説
明
舵
主
h
y
ま
す
と
広
報
、
回
覧
で
十
分
そ
の
効
果
を
奏
し
て

い
る
老
い
う
主
ラ
に
受
け
取
れ
る
P

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
館
山
市
の
簡
定

賓
室
。
評
掘
削
L
免
許
鏑
額
政
情
八
百
五
十
憶
に
の
培
っ
て
い
る
わ
け
で
、
相
当

離
の
、
私
絃
季
一
怒
反
権
樹
明
者
6
1
葬
儀
を
き
か
み
内
調
哲
人
数
拡
ち
主
A
M

と
つ

か
め
を
せ
ん
l

が、

λ
審
箪
十
億
按
余
る
画
定
資
意
静
醤
曹
が
鼠
て
か
る
わ
峠
り

で
ど
ざ
い
を
し
て
ふ
え
と
発
J

球
連
融
碇
紳
り
を
晃
ま
し
て
西
百
九
十
二
億
柿
つ

1

-

て
い
る
わ
け
で
ど
ぎ
レ
れ
ま
す

mvZ
当
教
の
方
が
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

や
は
・
9
税
と
い
う
む
球
、
と
す
む
穫
の
一
韓
民
椅
か
知
ら
念
仏
ド
閤
K
者
舞
さ
れ
、

評
価
さ
れ
て
九
一
い
つ
の
掲
綜
か
e
a
n
@
知
ち
を
い
う
ち
に
決
定
さ
れ
一
て
い
る

と
い
タ
傾
向
島
知
密
情
ゐ
培
、
多
え
4
4
費
関
す
る
わ
け
含
ん
で
す
が
、
そ
@
潟

市
当
局
と
し
て
殺
広
報
、
ゐ
国
覧
で
十
分
議
費
粍
供
じ
た
き
い
う
£
aJ箆
受
け

取
っ
て
い
る
主
う
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
~
も
、
た
と
え
ば
薗
定
賓
室
程
の
課

税
台
輯
を
見
K
急
先
と
き
w
件
、
一
い
ろ
い
ろ
備
え
つ
け
も
弛
け
れ
ば
な
ら
念
い
、

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
主
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
調
査
し
え

と
と
る
粍
主
h
Y
4
ま
す
念
毎
地
方
韓
一
法
の
一
エ
吉
久
十
乗
の
二
一
項
K
は
「
徳
町
村

は
%
前
項
の
固
定
費
蜜
欝
説
台
帳
の
外
、
翁
鞍
事
町
村
の
条
例
の
定
め
る
と

と
る

E
っ
て
、
謹
一
菌
、
土
地
使
用
時
十
警
類
圏
、
家
嚢
昆
雪

国
定
資
建
売
買
記
録
簿
そ
A
W

偽
癌
定
資
産
の
評
輯
K
関
し
て
轟
要
注
資
轄
を

備
え
て
逐
次
と
れ
を
整
え
老
け
れ
ば
走
ら
念
い
。
」
と
い
空
ふ
う
に
鏡
麗
さ

れ
て
、
義
務
づ
け
ら
れ
て

b
pま
す
け
れ
ど
も
、
と
の
ベ
ん
は
義
市
で
は
ど
一

の
よ
う

K
台
帳
等
調
伊
聾
議
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
鱒
単
で
一
接
携
ぞ
す
が
御
説
明

で
き
れ
ば
御
説
明
願
い
免
柏
と
患
い
ま
す
e
一¥

。
総
務
部
長
(
鈴
木
弘
遭
君
)
ま
ず
叢
報
の
軽
自
動
車
聾
@
関
係
で
ど
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
沿
っ
じ
ゃ
い
ま
す
よ
う
に
地
方
説
法
@
四
百
四
十
回
奈
の

第
二
議
k
b
き
を
し
て
、
一
応
自
動
車
副
棋
は
槙
準
襲
撃
で
ど
ざ
い
ま
す
@
で
、

と
れ
の
A

-

二
倍
を
趨
え
念
い
範
智
内
k
b
い
吃
粂
調
で
決
め
ら
れ
る
で
か
砂

で
ど
ざ
い
を
す
け
れ
ど
も
、
現
在
県
下
全
体
で
も
径
一
主
ん
ど
標
準
説
率
一
で
諌

税
し
て
い
る
か
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
自
動
車
が
倦
の
古
叩
寄
村
綜
移
語
す
る

四 11>曲、



ζ

と
vKh孟
つ
4宗雪恥支九一一蹴

拡釘静葬貯貯十ままし〈念念一
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v

け
け
干
れ
ど
も
、
一
応
制
償
法
K
っ
き

含
し
て
技
種
準
積
率
区
ま
っ
て
穣
種
し
た
い
と
し
明
う
ふ
う
花
患
っ
て
h
v
b
ま

す。
ぞ
れ
と
、
一
一
一
苔
八
十
条
@
第
二
演
の
糞
轄
の
欝
係
夜
つ
注
意
し
て
は
ベ
え

だ
い
ま
資
料
を
取
h
y
脅
寄
せ
て
h
g
h
p
ま
す
む
で
ム
少
々
会
得
ち
〈
だ
さ
h
。

。
こ
O
番
〈
石
井
続
敏
君
〉
鍍
葺
に
供
す
る
さ
を
の
そ
の
他
。
資
料
を
憲
次

整
え
る
£
ラ
に
と
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
b
k関
し
て
は
、
f

の
ち
ほ
ど
資
格
を

略
核

h
y
寄
を
る
と
い
う
と
と
で
す
の
で
、
の
ち
ほ
ど
見
ぜ
て
い
た
だ
け
れ
ば
軸
結

構
で
ど
ざ
い
ま
す
。

今
国
の
説
法
の
改
正
は
、
特
w
h
菌
定
資
重
税
の
評
価
替
え
が
あ
歩
ま
し
て
、

題
の
改
正
に
泊
中
じ
て
市
韓
条
例
の
改
正
K
及
ん
で
き
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し

て
、
と
の
専
決
処
分
そ
冶
も
の

K
つ
き
ま
し
て
は
私
も
異
論
が
あ
る
と
ζ

ろ

で
は
る
h
y
ま
せ
ん
。

た
夜
、
発
掘
M
E
a干
し
上
岬
り
ま
し
た
ま
ラ
花
、
載
と
h
う
も
の
は
当
然
納
め

念
け
れ
ば
一
考
ら
念
柏
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
h
y
言
葉
を
か
え
て
い
え

ば
寵
緯
単
淀
取
多
上
げ
る
も
の
で
は
念
〈
て
、
市
民
が
納
得
し
て
納
め
て
い

'
?
と
恥
ず
孟
ラ
念
い
わ
ゆ
る
官
民
一
体
と
い
い
ま
す
か
、
富
良
の
相
互
理
解

が
あ
寮
で
設
を
か
ろ
う
か
、
そ
う
い
う
底
か
ら
費
一
一
間
し
た
わ
け
で
す
が
、
特

に
画
定
資
産
の
韓
寝
台
輯
の
縦
覧
に
醸
し
て
訟
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
し
、
資
料
を
そ
ろ
え
る
努
力
を
か
顧
い
し
た
い
と
患
い
ま
す
e

そ
の
他
、
今
臨
の
議
案
医
あ
h
p
ま
す
も
の
は
、
特
に
説
負
担
の
軽
減
に
つ

き
ま
し
て
は
、
借
入
住
民
穫
に
h
g
け
る
減
税
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
し
て
1

一
そ
の
主
ラ
念
識
か
令
華
所
得
者

K
Kつ
て
は
幾
多
か
の
配
慮
が

晃
ら
れ
る
と
い
う
よ
a
J
K
私
も
受
時
り
き
れ
含
す
@

今
麗
@
撞
帯
決
典
会
K
関

ιま
し
て
は
、
餐
成
す
る
も
の
で
あ
b
さ
す
が
、

先
段
ぎ
奮
h
ま
し
た
よ
う
w
件
、
国
定
資
産
の
課
税
台
艇
の
従
軍
K
接
し
て
は

寵
鑑
を
額
い
た
い
と
い
う
之
と
を
申
し
添
え
て
質
問
を
終
タ
安
す
が
、
も
し

答
弁
が
あ
h
J
ま
し
え
ら
h
t

覇
h

引
い
た
し
会
す
。

。
総
務
務
長
ハ
鈴
木
弘
通
君
)
先
ほ
ど
の
毘
定
資
産
税
の
資
料
の
関
係
で
ど

ざ
い
を
す
け
れ
ど
も
、
(
現
在
需
で
整
え
て
か
き
ま
全
も
の
は
、
家
震
の
見
取

図
、
評
点
表
、
土
地
の
地
韓
国
、
路
線
俗
図
、
精
通
者
価
額
、
売
買
実
例
の

一
資
料
を
整
え
て
h
v
h
y
ま
す
12

そ
れ
と
、
固
定
資
産
の
縦
覧
、

ζ

れ
は
本
年
に
限
必
ず
来
年
以
降
も
毎
年

あ
る
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
r

念
会
一
層
広
報
、
局
知
粍
?
と
め
た
い
と

患
い
ま
す
0

0

こ
G
番
(
石
井
武
教
君
〉
字
解
し
ま
し
た
。

o
輯
長
〈
石
井
正
震
V

弛
に
韓
賓
襲
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

i
i御
費
一
疑
念

し
と
諒
め
を
す
。
主
っ
て
質
疑
を
終
h
y
を
す
。

申 17-

委
員
会
付
託
の
省
略

O

議
長
(
石
井
一
正
君
〉

h
p
諮
h
y
い
え
し
ま
す
。

本
由
来
夜
ε

つ
い
て
捻
委
員
会
付
託
並
び
夜
討
論
を
ニ
省
略
、
直
ち
w
h
採
決
す
る

と
と
淀
御
異
議
ae
タ
ま
ぜ
ん
か
。
一

ハ
「
糞
義
也
悼
し
」
を
呼
ぶ
者
4
e
b
v

。
議
長
一
円
若
井
一
正
意
》
郵
義
語
た
し
と
欝
め
を
す
。

品保・

採

O

議
長
門
石
井
荷
一
正
憲
M

乙
れ
£
タ
採
決
h
た
し
ま
す
。

今
本
案
を
象
寵
す
る
乏
L
S
綻
御
輿
譲
る
h
3
4
Z
せ
ん
か
。



7

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
占
e
h
y
v

。
謹
E

ヌ
ハ
石
井
正
君
)
御
異
議
乏
し
と
留
め
ま
す
。
主
っ
て
本
案
陰
承
認

す
る
と
と
K
決
し
ま
し
た
。

v議

案

上

程

む

。
語
義
(
石
井
正
君
〉
日
程
第
十
題
、
議
案
第
二
十
九
号
昭
和
五
十
三
年

裏
鍍
出
稼
}
般
会
計
繍
正
予
算
の
専
決
品
分
の
承
認
w
い
つ
い
て
を
議
題
と
い

た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
麗
い
ま
す
@

門
書
記
輯
説
〉

議
案
第
二
十
九
号
昭
和
五
十
三
年
産
館
山
市
一
般
会
計
鋪
正
予
算
の
専

決
処
分
の
承
認
K
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

ハ
市
長
半
沢
良
一
一
惹
畳
壇
〉

。
務
長
門
学
沢
良
一
君
〉
議
案
第
二
十
九
号
昭
和
五
十
三
集
車
種
出
市
一
一
般

会
計
補
正
予
算
第
七
号
の
専
決
処
分
の
承
認
K
つ
い
て
で
一
参
多
安
全
が
、
去

る
三
月
末
w
R
県
か
ら
急
逮
漁
港
整
備
事
業
債
筏
か
四
件
の
事
債
K
つ
い
て
増

櫨
酬
の
通
知
が
あ
夕
、
地
方
乱
闘
治
法
第
百
七
十
九
条
の
鎮
定
粍
よ
h
y
専
決
処
分

を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
議
会
K
報
告
し
、
と
の
承
穏
を
求
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
h
y
ま
す
@

よ
ろ
し
〈
梅
審
議
を
た
ま
わ
多
ま
す
主
う
か
原
い
申
し
上
げ
ま
す
。

。
議
愛
〈
石
井
正
君
)
説
明
は
終
b
ま
し
た
。

御
費
援
を
顕
い
ま
す
。
御
質
疑
a
e
h
y
を
ぜ
ん
か
。

i
z郵
賓
襲
念
し
と
寵

-. 

v 

め
ま
一
歩

fgAVv
て
費
援
を
移
b
嘆
す
。

委
員
会
付
託
。
省
略

。
曹
長
(
石
井
正
勢
調
)
か
語
歩
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
@
付
託
並
び
に
討
鵠
省
略
、
車
ち
K
採
決
す
る

と
と
K
郵
昼
間
謹
也
e
h
y
ま
ぜ
ん
か
。

(
『
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
考
4
e
h
y
)

。
議
長
ハ
石
井
正
意
〉
御
異
語
念
し
と
認
め
ま
す
。

決

採

o
議
長
〈
石
井
正
君
)

ζ

れ
よ
h
y
採
決
い
え
し
ま
す
。

本
案
を
承
認
す
る
と
と

K
郵
異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
*
し
い
と
呼
ぶ
者
由
e
h
y
)

一

O

議
長
〈
若
井
正
案
一
》
御
異
議
念
し
と
纏
め
ま
す
@
よ
っ
て
本
案
は
承
認

す
る
と
と
K
決
し
ま
し
た
。

午
後
四
時
趨
十
八
分
閉
会

。
議
長
ハ
石
井
正
君
)
以
上
で
本
臨
時
会
K
討
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
全
部

愛
護
下
い
え
し
ま
し
た
j
ソ

よ
っ
て
、
と
れ
に
て
欝
古
田
市
議
会
臨
時
会
安
易
会
い
た
し
ま
す
。

閉

会

ve
本
自
の
会
議
V

件付

L
た
事
件

一
、
〆
議
長
。
選
挙

て
議
席
の
指
定

て
会
議
録
署
名
議
員
@
指
名

争、

/旬

、

川 ;";18--



一
、
会
期
の
決
定

一
、
感
議
長
の
選
挙

て
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
閤
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

て
千
葉
県
競
輪
組
合
議
会
議
員
選
挙

て
館
山
市
及
び
三
芳
村
伝
染
病
婿
難
病
舎
組
合
議
会
議
員
選
挙

て
三
芳
水
道
企
業
団
議
会
議
員
選
挙

一
、
鯨
山
市
、
富
浦
町
及
び
三
芳
村
学
校
給
食
組
合
議
会
議
員
選
挙

て
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

一
、
発
議
案
第
一
号

て
議
案
第
二
十
七
号
及
至
議
案
第
二
十
九
号

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

k
z
b署
名
す
る
。
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館
山
市
議
会
臨
時
議
長

山

ロ
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長
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館

山

市
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員
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回
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